
集中セッション2
今日の概要

目的

Ph2,Ph3の自走度を向上すること

ゴール

どういった障壁が登場し、どう回避/対応するのかの想像が1例ついて
いること

Work
オリエン

現在地の整理
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全体的なレイヤー構造
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終わりまでの過程を開発物中心に整理した図

作業1：終わりまでの行程で想像が薄い部分を書き起こす
個人ワーク

abe
パイプライン
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データソース

マニュアルやQA履歴データのもらい方（共有済み資料以外にあれば）

QA履歴データは何件存在するか

システムインターフェース

構築に使用するサービスは、AzureMachineLearningとAOAIとストレージ
アカウント？他に利用予定サービスは？

ユーザーインターフェース

ユーザーインターフェースをどのように用意するか。

AzureMachineLearningがデフォルトで用意している画面か、別途UI作成
の手順が発生するか

その他

Phase2-Milestone1,2,3の完了条件は？

skong
データソースからの企画と検証→取得して、追加でどのデータが必要なのかを
確認する部分？

システムインターフェースで”関連システムとの連携”とは、、？

→api通信、azure連携

連携するazureのサービスは今後決める流れ？

クライアント側と関わるような動きについての想像やイメージはど
う？

データや履歴をもらう、ロジック・実態をインタビューする、方針として意思

決定する、などが起きうる。

ゴンさんはチャットでやりとりをしていく動きの経験はあるが経験が多いとい

う状態ではない。
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